
 

 

［成果情報名］精米時に胚盤が残りやすい良食味水稲新品種候補系統「奥羽 411 号」 

［要約］「奥羽 411 号」は、東北地域中部では“中生の中”に属する粳種である。食味は「あきたこま

ち」並の良食味で、精米時に胚盤が残りやすい特性を持つ。耐倒伏性は強く、いもち病圃場抵抗

性、障害型耐冷性、白葉枯病圃場抵抗性はいずれも“強”である。 

［キーワード］イネ、精米、胚盤残存率、良食味、中生 

［担当］東北農研・低コスト稲育種研究東北サブチーム 

［代表連絡先］電話 0187-66-2773  

［区分］東北農業・作物（稲育種）、作物 

［分類］技術・参考 

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

我が国の米の需要拡大を図るために、実需者によって様々な消費者ニーズに応える商品が加

工販売されている。その中で、胚盤を残す精米を行うことによって、通常の白米よりもビタミン B1 等

を多く含む商品が開発され、精米時に胚盤の残りやすい良食味品種が求められている。そこで、栽

培特性が優れ精米時に胚盤の残りやすい東北地域向きの良食味品種を育成する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．「奥羽 411 号」は、いもち病圃場抵抗性・耐冷性が強く良食味の「おきにいり」を母とし、いもち病

圃場抵抗性・白葉病圃場抵抗性が強い「あそみのり」を父とする雑種第一代を母に、「おきにい

り」を父として戻し交配した組合せから育成された系統である。 

２．育成地における出穂期、成熟期は「ひとめぼれ」よりやや早く、「あきたこまち」よりやや遅い“中

生の中”熟期に属する（表１）。 

３．稈長は「ひとめぼれ」と同程度で「あきたこまち」よりやや長く、穂長は「ひとめぼれ」と同程度で

「あきたこまち」より長く、穂数は「ひとめぼれ」「あきたこまち」より少ない。草型は“穂重型”である

（表１）。 

４．精玄米重は「ひとめぼれ」と同程度で「あきたこまち」よりやや多収である（表１）。 

５．耐倒伏性は“強”で、「ひとめぼれ」「あきたこまち」より明らかに強い（表１）。 

６．いもち病真性抵抗性遺伝子型は“Pia、Pii"と推定され、いもち病圃場抵抗性は、葉いもち、穂

いもちともに“強”である。白葉枯病抵抗性遺伝子“Xa1”を持つと推定され、白葉枯病圃場抵抗

性は“強”である。縞葉枯病抵抗性は“罹病性”である（表１）。 

７．障害型耐冷性は“強”である（表１）。 

８．玄米千粒重は「ひとめぼれ」より２g 程度重い。外観品質は「ひとめぼれ」「あきたこまち」よりやや

劣る。食味は「ひとめぼれ」「あきたこまち」並の良食味である（表１）。 

９．精米試験における胚盤残存率が「ひとめぼれ」「あきたこまち」よりも高い（図１、写真１）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．トーヨーライス株式会社との共同育成品種であり、胚盤を残存させた米への利用が期待できる。

当面の普及見込み面積は秋田県美郷町を中心に 50ha である。 

２．高温登熟条件下では白未熟粒が多発するおそれがあるため、栽培適地は東北地域中南部、

温暖地中山間部である。 

３．胚盤残存率は刈り遅れによって著しく低下するため、精米時に胚盤を残すためには、適期刈り

を徹底する。



 

 

［具体的データ］ 

表 1 「奥羽 411 号」の特性概要（移植、標肥栽培） 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（梶亮太） 

［その他］ 

研究課題名：直播適性に優れ、実需者ニーズに対応した低コスト業務用水稲品種の育成 

中課題整理番号：311a 

予算区分：基盤 

研究期間：1998～2010 年度 

研究担当者：梶亮太、太田久稔、中込弘二、福嶌陽、山口誠之、片岡知守、遠藤貴司、滝

田正、横上晴郁、加藤浩、市場茂雄（トーヨーライス株式会社）、辻内啓次郎（トーヨー

ライス株式会社） 

系統名 奥羽 411 号 組合せ おきにいり/あそみのり//おきにいり 

特性 
長所１．精米時に胚盤が残りやすい。 
  ２．いもち病抵抗性が強い。 
  ３．食味が良い。 

短所１．外観品質がやや不十分である。 
   ２．穂発芽性が、やや易である。 

調査地 東北農業研究センター（秋田県大仙市） 現地圃場（秋田県美郷町） 
調査年次 2004～2010 年 2009～2010 年 
系統名・品種名 奥羽 411 号 ひとめぼれ あきたこまち 奥羽 411 号 あきたこまち 
早晩性 中生の中 中生の晩 早生の晩 中生の中 早生の晩 
草 型 穂重 偏穂数 偏穂数 － － 
出穂期 （月.日） 8. 4 8. 6 8. 1 8. 4 8. 1 
成熟期 （月.日） 9.17 9.18 9.14 9.22 9.18 
稈 長(cm) 88 87 85 89 89 
穂 長(cm) 19.1 18.9 18.0 20.3 19.6 
穂 数(本/m2) 366 478 418 294 324 
耐倒伏性 （0-5）1) 強(0.1) やや弱(1.5) やや弱(1.4) － － 
耐冷性 強 極強 中 － － 
穂発芽性 やや易 難 中 － － 

耐 

病 

性 

いもち遺伝子
型 

Pia, Pii Pii Pia, Pii － － 
葉いもち 強 やや弱 中 － － 
穂いもち 強 中 やや弱 － － 
白葉枯病 強 やや弱 やや弱 － － 
縞葉枯病 罹病性 罹病性 

 
罹病性 － － 

精玄米重(kg/a) 62.7 62.0 58.2 64.5 55.8 
同上比率(％) 101 (100) 93 116 （100） 
玄米千粒重(g) 24.9 22.8 21.8 24.9 22.6 
玄米品質 （1-9）2) 上下（4.7） 上中（3.8） 上中（4.1） 4.7 4.4 
食 味 3)  上中(-0.10) 上中(-0.10) 上中(0.00) － － 
1) 0（無）～5（甚）。2) 1（上上）～9（下下）。3)通常の精米方法で評価。数値は食味総合値、基準品種（あきたこまち）0 に対す

る、-3～+3 の 7 段階で評価。 

写真 1 胚盤が残るように精米した「奥羽 411 号」 

左：胚盤が残る精米(トーヨーライス株式会社、搗精歩合：91.2%） 

右：通常の精米（育成地、搗精歩合：88.9%） 


